
令和７年度　基本施策評価シート

●
【A1-2】
「ながさき歴史の学校」をはじめ、若年層が歴史に興味を持つきっかけとなるような企画づくりを検討すること。

A1-3

●引き続き、建物等の計画に関して、より良い景観形成を誘導するため、事業者に対し早期に協議を行うよ
う周知活動を行い、併せてながさきデザイン会議等による助言を継続して行う。
●東山手・南山手地区において、グランドデザインやアクションプランに基づく事業を推進しており、地域住
民が長年にわたって要望してきた広場整備が実現しつつあるもので、イベント会場、災害時の一時避難場
所等として活用され、地域コミュニティが充実するものと考えられる。また、引き続き景観まちづくりガイドライ
ンに沿った良好な周辺環境の修景整備を進める。

●
【A1-3】
成果指標が下がっていることに対する要因分析や、改善する取組みについて検討すること。

総括

●基本施策の成果指標である「主要な歴史文化施設を訪れたことがある市民の割合」は69.3％で、コロナ禍
による行動制限の緩和などもあり、順調に推移し、令和７年度に目指す姿である69.0％を上回っている。
●歴史文化遺産・景観の活用については、引き続き指定管理者を含む民間と連携し推進しているが、情報
発信・理解促進について、歴史文化に関する各種講座等を開催しているものの、受講者が限られており、広
く市民に伝わっているとは言い難い。
●東山手・南山手区域においては、 歴史的建造物とその周辺環境が一体となって歴史的風致を形成してい
るものであるが、地元住民の居住環境と来訪者が安全で快適に過ごせる魅力ある環境整備が十分でない。
　また、民間建築物等について、ながさきデザイン会議などの助言や指導により、色彩や意匠においては一
定の見直しがなされているものの、土地の有効利用が重視される結果、敷地内の植栽やくつろぎ空間の創
出につながらない傾向がある。
　以上を踏まえ、今後の主な取組みは次のとおりとする。

A1-1

●出島と世界遺産を含む文化財の保存整備は、引き続き、限られた財源の中で、緊急度や重要度を踏まえ
ながら優先順位を検討し、計画的に改修工事等を実施する。
●東山手・南山手地区の洋館活用の基本方針策定に基づき、引き続き民間活力の導入を検討するととも
に、建物用途の規制緩和、景観まちづくりガイドラインに沿った修景整備を行うことで魅力的な洋館の活用を
推進する。

A1-2

●新規の講座や企画展の計画、実施等、市民が歴史文化を学ぶ機会の創出に努める。また、幅広い世代
が、楽しみながら長崎の歴史文化を学ぶ機会が増えるよう、ＳＮＳの活用等による効果的な情報の発信に努
める。
●「明治日本の産業革命遺産」が令和７年度に世界遺産登録10周年を迎えることから、構成資産を有する
自治体と連携した効果的な情報発信に取り組む。

二次評価（施策評価会議による評価）

●
【A1-1】
文化財の保存整備について、ふるさと納税やクラウドファンディング等他都市も参考にしながら新たな財源確保
を検討すること。

基 本 施 策 A1 地域の個性を守り、活かし、伝えます

基本施策の総合評価

２０２５年度に
めざす姿

対　　　　象 意　　　　　　　　　　　　図

歴史文化遺産・景観・自
然が

かけがえのない個性として、地域の中で大切に守られ、活かされ、伝え
られている。
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基本施策主管課名 文化財課 関 係 課 名 世界遺産室、出島復元整備室、長崎学研究所、景観推進室
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R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

・ながさきデザイン会議を５回
開催し、13事業について延39
項目の助言等の実施
・重点区域である東山手・南山
手地区において、令和５年２月
に策定した「重点区域（東山
手・南山手区域）歴史まちづく
り実施計画（長崎居留地歴ま
ちアクションプラン）」に基づき
重点事業の推進と事業の進捗
管理等を実施

・ながさきデザイン会議を9回
開催し、18事業について35項
目の助言等の実施
・重点区域である東山手・南山
手地区において、令和５年２月
に策定した「重点区域（東山
手・南山手区域）歴史まちづく
り実施計画（長崎居留地歴ま
ちアクションプラン）」に基づき
重点事業の推進と事業の進捗
管理等を実施

・文化財の保存修理による文
化財を継承していくための適
切な整備
・出島における復元建造物等
の改修及び歴史・文化に親し
む場としてのイベント実施
・歴史文化に関する講座等の
実施による歴史文化の理解促
進
・歴史文化施設の企画展実施
による魅力発信
・ながさきデザイン会議による
助言や景観に関する届出時の
指導による良好な景観形成
・重点区域（東山手・南山手区
域）歴史まちづくり実施計画に
基づく重点事業の推進と進捗
管理

・文化財16件の整備と１件の３
Ｄ記録調査の実施
・東山手・南山手地区の洋館
等10件の活用イメージ案作成
と旧英国領事館の展示基本設
計の実施
・各種計画に基づく水門前荷
揚げ柵、荷揚場石垣、西側復
元練塀等の改修工事の実施
・出島町人部屋の復元に係る
基本設計業務委託の締結
・発掘調査の成果をまとめる総
括報告書第１部遺構編の作成
・シーボルト来日200周年事業
との連携事業の実施
・長崎学ネットワーク会議公開
学習会を５回開催
・ＳＮＳの活用や大学研究者と
の連携による講座の開催情報
の発信
・各歴史文化施設において年
数回の企画展実施による魅力
発信
・「明治日本の産業革命遺産」
のビジターセンター展示リ
ニューアル

・文化財８件の整備と２件の３
Ｄ記録調査の実施
・東山手・南山手地区の洋館
等10件の活用に伴う導入可能
性調査の実施
・旧英国領事館の展示実施設
計の実施
・各種計画に基づく旧長崎内
外クラブ、水門、東側漆喰塀等
の改修工事の実施
・改修工事中の旧長崎内外ク
ラブに係る企画展等の開催
・長崎学ネットワーク会議公開
学習会を５回開催
・ＳＮＳの活用や大学研究者と
の連携による講座の開催情報
の発信
・各歴史文化施設において年
数回の企画展実施による魅力
発信
・世界遺産の顕著な普遍的価
値に貢献する明治期の生産施
設遺構である第３竪坑捲座跡
の補強・補修工事が完了
・「産業革命遺産」の構成資産
である高島炭坑及び端島炭坑
について、炭坑操業当時を再
現したコンテンツの制作と体験
ブースの設置

年度別　主な取組内容



交流の産業化／価値創造プロジェクト

●国指定史跡である出島和蘭商館跡（以下「出島」という。）を適切に保存整備していくため、年次改修計画に
基づき、旧長崎内外クラブ、水門、東側漆喰塀等の改修工事を行うことで、施設の長寿命化を図るとともに、入
場者にとって安全で快適に見学できる状態を保つことができ、第Ⅳ期復元整備事業については、町人部屋の復
元に係る基本設計業務委託を行い、発掘調査成果、基礎的な根拠資料に基づき設計を進めることができた。ま
た、令和３年度から、出島のこれまでの発掘調査の成果をまとめる総括報告書の作成を進めており、令和６年
度は第１部遺構編の作成に取り組み、原稿の執筆・有識者による監修を行うことができた。

② 文化財の保存整備・活用

●出島を活用し、出島の歴史、価値及び文化を伝えるため、企画展や指定管理者と連携したイベントを開催し、
歴史や文化に親しむ場を提供した。令和６年度は、例年行っているオラニエ・フェスティバル、出島フェスタに加
え、染織品や改修工事中の旧長崎内外クラブに焦点をあてた企画展等を開催し、江戸時代にオランダ船がも
たらした染織品、明治期から出島に現存する洋館の建築や歴史に関する資料等を展示・紹介し、出島の魅力を
伝えることができた。

★世界遺産「明治日本の産業革命遺産」の構成資産である端島炭坑について、令和５年度から19年間を事業
期間とする護岸整備工事の第２期工事の着工と世界遺産の顕著な普遍的価値に貢献する明治期の生産施設
遺構である第３竪坑捲座跡の補強・補修工事が完了したことにより、世界遺産価値の保全が進んだ。

まち・ひと・しごと創生総合戦略施策

★市が所有する国指定重要文化財２件（旧長崎英国領事館、旧オルト住宅）、民間が所有する指定文化財６件
（国２、県２、市２）、伝統的建造物群保存地区内における民間所有者の建造物２件に対する保存修理や、指定
文化財等２件（国２）の３Ｄ記録調査を実施したことにより、文化財を継承していくための適切な整備が図られ、
今後の適切な活用につなげることができた。
　また、東山手・南山手地区の市が所有する10件の洋館等について、活用に伴う導入可能性調査を実施すると
ともに、旧英国領事館について展示実施設計を行い展示の具体的な内容を決定することができた。

関連する総合戦略施策 特・⑵

令和７年度　個別施策評価シート・まち・ひと・しごと創生総合戦略評価シート

成果

個別施策主管課名

●重要有形民俗文化財「長崎のかくれキリシタン信仰用具」を追加指定した。文化財を保存継承していくため適
切な維持管理に努めたことで、令和７年５月１日現在で255件（国指定等56件、県指定70件、市指定129件）の
指定等文化財を適切に保護できている。

文化財課

個 別 施 策 A1-1

２０２５年度に
めざす姿

対　　　　象

歴史文化遺産が

歴史文化遺産を市民の誇りとして保存・継承し、有効活用を図ります

意　　　　　　　　　　　　図

適切に保存継承され、広く公開・活用が図られている。

① 文化財の指定等の推進

特・⑵

目標／具体的施策

関連する総合戦略施策 特・⑵



関連する総合戦略施策 特・⑵

関連する総合戦略施策 特・⑵

継
続

関連する総合戦略施策 特・⑵

継
続

関連する総合戦略施策 特・⑵

継
続

●出島の入場者数については、コロナの収束により修学旅行の訪問先がコロナ前に戻っていること等により、
出島を訪れる修学旅行生が減少し、令和６年度の入場者数（451,465人）はコロナの影響を受けていない平成
30年度の入場者数（532,013人）と比較すると約85％の水準にとどまっている。

●文化財の指定等件数は255件となっており、適切に活用・継承されているものの、対象物件の現状や歴史を
含めた価値の特定等の調査や文化庁・県・学識経験者との協議等の事務手続きに時間を要している。

文化財の保存整備・活用

★文化財の保存整備については、成果指標である「市内の文化財の１年当たりの保存整備件数」が目標値の
13件に対し８件だった。市が所有する文化財建造物において、早期に保存修理を行うべき物件が多数ある中、
優先順位をつけ計画的に行っているが、事業化まで時間を要している物件がある。

今後の取組方針

① 文化財の指定等の推進

②

●出島の復元建物の改修については、改修計画に基づき復元から15年以上経過している建物等を改修してい
るが、復元建物の基本的な構造、伝統的な工法等にしたがって行う必要があることに加え、人件費や物価の高
騰に伴う改修費用の増加により、当初の計画から遅れが生じている。また、約半世紀に及ぶ発掘調査記録の
総括を行う過程で、記録作成の手法等の著しい変化があることに加え、専門的な作業や考察が必要であり、記
録の取りまとめに時間を要している。

★端島炭坑の護岸遺構について、整備工事を進めているものの、海上施工となり工事進捗が気象条件に大き
く左右されるほか、本事業への優先した作業台船やヤード（作業場）の確保ができないことから、計画通りに工
事が進まない場合がある。また、生産施設遺構について、保存整備のための調査・設計・整備に想定以上に時
間を要しており、第３竪坑捲座跡以外の保存整備に未着手の鉄筋コンクリート造構造物群は著しく劣化が進行
している。

文化財の指定等の推進

★東山手・南山手の洋館活用について、来訪者等にとって魅力的な活用がなされていない。

関連する総合戦略施策 特・⑵

問題点とその要因

●文化財の価値のある未指定文化財調査を継続して行うことで、新たな文化財の指定につなげる。

★歴史文化基本構想に基づく文化財の保存・活用・継承を図るために、限られた財源や体制の中で優先順位
を検討しながら計画的に保存修理・整備を実施する。また、文化財の３D調査を計画的に実施し、精細なデータ
の作成・保存を図るとともに、保存修理・整備に活用する。

●出島の復元建物の改修について、現地調査をもとに改修箇所の優先順位、長寿命化、経費削減を可能とす
る改修の手法等を研究しながら計画的に改修工事を実施する。第Ⅳ期復元整備事業については、昨年度まで
の基本設計に引き続き、実施設計、展示活用等の検討を行う。また、総括報告書の作成については、長崎市出
島史跡整備審議会の委員やその他の考古学・歴史学の専門家に意見を聴取しながら、令和７年度までに総括
報告書第1部遺構編、令和９年度までに総括報告書第２部出土遺物編を刊行する。

★東山手・南山手の洋館活用について、民間活力を導入し、魅力的な洋館の活用を推進していく。また、指定
文化財等の破損状況等の把握を早急に行い、修理することで修繕費用等を抑えていく。

●出島の活用について、指定管理者と連携し、様々な視点から観光動向、利用者のニーズ等の分析を行いな
がら、出島の魅力を高めるイベントの開催やユニークベニューの利用促進、ターゲットを絞った効果的な周知広
報等に取り組み、更なる集客に努める。

★端島炭坑の護岸遺構について、台風シーズン以外の海況の穏やかな時期に整備工事を行ったり、台船や
ヤードの確保のタイミングを調整できるよう、複数年の工期を設定して発注する。また、生産施設遺構につい
て、令和10年度に予定していた『修復・公開活用計画』の見直しを前倒して行い、早期の劣化抑制等の処理を
する。

継
続

継
続

継
続

② 文化財の保存整備・活用

①

関連する総合戦略施策 特・⑵



目標値
実績値

R3 R4 R5
基準値
（時期）

基準値
からの
傾向

基準値
からの
傾向R3

-

市内の文化財の１年当たりの保存整備
件数（B1-1に記載の被爆遺構を除く）

上記以外の指定等文化財を活用した市
が所有する有料施設入館者数

32,719人
（Ｒ元年度）

40,000人
（Ｒ７年度）

11,769 23,792 27,647 30,141 -

　　指　　標　　名
基準値
（時期）

目標値
実績値

目標値
実績値

R6

451,465

　　指　　標　　名

　　指　　標　　名

R6 R7
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-
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600,000人
（Ｒ７年度）

196,992 430,029 462,011
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実績値

目標値

　　指　　標　　名

成　果　指　標

基準値
（時期）

目標値
実績値

R5 R6 R7

769,218人
（Ｒ元年度）

996,000人
（Ｒ７年度）

282,747 652,030 729,639 805,816 -グラバー園の入園者数

　　指　　標　　名
基準値
（時期）

端島（軍艦島）の上陸者数
124,935人
（Ｒ元年度）

259,000人
（Ｒ７年度）

60,471 150,526 178,374 204,380

基準値
からの
傾向

基準値
からの
傾向R6 R7

出島の入場者数
459,147人
（Ｒ元年度）
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事業概要

　国指定重要文化財である旧長崎英国領事館が経年等のため劣化しており、保存修理、耐震
補強等を実施する。
【事業期間】平成27～令和７年度
【総事業量】本館煉瓦造２階建　建築面積464.7㎡ほか
【総事業費】4,012,500千円
【事業費累計】3,662,000千円

取組実績

・保存修理工事
　本館：左官仕上復旧、内装復旧、塗装復旧
　附属屋：左官仕上復旧、内装復旧、塗装復旧
　職員住宅：木造棟復旧、左官仕上復旧、内装復旧

決算（見込）額

事業目的
　国指定重要文化財旧長崎英国領事館保存修理のため、所有者である本市において、全体に
わたる本格的な保存修理及び耐震補強工事を実施するとともに、公開活用に必要な防災施設
等を整備する。

497,799,981 円

施策を推進する主な事業

2

事業名
担当課

文化財保存整備事業費補助金
各種文化財

文化財課

成果指標 補助金執行率（％）

目標値 100％

達成率 98.7％

98.7％実績値

取組実績

・国指定重要文化財「聖福寺大雄宝殿ほか３棟」の保存整備
・国指定史跡「小菅修船場跡」の保存整備
・県指定有形文化財「晧台寺仁王門」の保存整備
・県指定天然記念物「大徳寺の大クス」の保存整備
・市指定天然記念物「松森神社のクスノキ群」の保存整備
・市指定有形文化財「諏訪町傘鉾垂及び下絵」の保存整備

成果指標・
目標値の説明

　事業の進捗を客観的に判断できる数値として、当年度の
補助予算額に占める補助額の割合を事業進捗率として、
成果指標とした。

事業目的
　民間が実施する文化財の保存整備事業に対し事業費の一部を補助することにより、民間の
文化財所有者の負担を軽減し、文化財の保護と後世への継承を図る。

事業概要
　長崎市補助金交付規則または長崎市文化財保護条例の規定により、国、長崎県及び本市の
指定文化財の所有者が実施する保存整備事業に対し、事業費の一部を補助するもの。

文化財保存整備事業費
国指定重要文化財旧長崎英国領事館

文化財課

1

事業名
担当課

当該年度執行率 100.0％

成果指標・
目標値の説明

　事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費
に占める事業費の累計の割合を事業進捗率として、成果
指標とした。

総事業進捗率

達成率

96.1％

96.4％

100.4％

目標値

事業進捗率（％）成果指標

決算（見込）額 37,960,000 円

【旧長崎英国領事館】

【聖福寺】



4

・事業の進捗を客観的に判断できる数値として、令和５年
度から令和23年度までの19年間の護岸整備に係る総事
業費に占める当該年度までの事業費累計の割合を事業
進捗率とし、成果指標とした。
・当該年度の予算を含めた事業進捗率を目標値とした。

決算（見込）額

事業名
担当課

出島運営費

事業目的 「明治日本の産業革命遺産」の構成資産である端島炭坑を将来に渡り適切に保存管理する。

3

出島復元整備室

成果指標 出島の入場者数（人）

目標値 600,000人

実績値 451,465人

達成率 75.2％

成果指標・
目標値の説明

　出島の運営に関する客観的な指標として入場者数を成
果指標とした。出島の入場者数が増えることで、より多くの
人々が出島の歴史及び文化に親しむとともに出島の価値
と魅力が広まっていると考えられる。
　目標値は過去の実績を勘案して設定し、令和７年度の
目標入場者数を600,000人に設定している。

事業目的
　国指定史跡である出島和蘭商館跡を保存するとともに、その歴史及び文化に親しむ場として
活用を図る。

事業概要
　『史跡「出島和蘭商館跡」復元整備計画』に基づき平成８年度から本格的に取り組んでいる出
島復元整備事業と併せて、企画展、イベント等の開催により出島の魅力を向上させるとともに、
国指定史跡の公開・活用を図り、施設の適切な保存を行う。

取組実績

　改修工事中の旧長崎内外クラブに係る企画展、川原慶賀筆屏風の複製の展示公開をはじ
め、指定管理者と連携し、様々な企画展やイベントを開催した。

世界遺産保存整備事業費　「明治日本の産業革命遺産」 世界遺産室

成果指標 事業進捗率（事業費ベース）（％）

目標値 5.5％

総事業進捗率 5.1％

達成率 92.7％

当該年度執行率 100.0％

成果指標・
目標値の説明

297,700,600 円

12,073,803 円

事業概要

端島炭坑の外周にある護岸遺構の整備工事を実施する。
【事業期間】   令和５～令和23年度
【総事業量】    L＝1,150ｍ
【総事業費】　 7,617,000千円
【事業費累計】   388,500千円

取組実績

【第１期工事】工期　令和５年12月７日～令和６年９月６日
　                 工事延長　L＝20ｍ
【第２期工事】工期　令和６年９月20日～令和７年９月30日
　　　            工事延長　 L＝38.9ｍ

決算（見込）額

事業名
担当課

【長崎内外俱楽部企画展】

【護岸整備工事 施工中】



② 歴史文化施設における展示・公開の充実

●展示・公開の充実を図るため、企画展を開催（歴史文化博物館　７回（うち特集展示　５回）、歴史民俗資料館
５回、野口彌太郎記念美術館　２回、清水崑展示館　３回）したことにより長崎の歴史・文化に対する理解度の
向上が図られた。また、歴史文化博物館において収蔵資料の解説等の翻訳・音声データを作成した。

●「明治日本の産業革命遺産」の構成資産を有する自治体と連携して「世界遺産検定講座」を実施し、世界遺
産の観光ガイドのスキルアップ及び新たな担い手の育成につながった。

★長崎の歴史文化への理解促進を図るため、長崎学ネットワーク会議公開学習会を５回開催したことにより、
延べ327人（令和５年度実績：444人）の参加者があり、長崎学の最新の研究成果を発信することができた。

関連する総合戦略施策 基1・⑶ 基1・⑸

★若い世代の長崎の歴史文化への理解促進を図るため、長崎学ネットワーク会議公開学習会について、ＳＮＳ
の活用や大学研究者との連携による情報発信に取り組んだことにより、参加者に占める若い世代（30代以下）
の割合が9.5％（令和５年度実績：7.9％）と増加した。

関連する総合戦略施策 基1・⑶ 基1・⑸

基1・⑸ 経済を強くし、新しいひとの流れをつくる／関係人口を創出・拡大する

成果

① 歴史文化の情報発信・理解促進

●文化財の見方や文化財を守る大切さを伝える「ながさき歴史の学校」において、「文化財はじめの一歩」講座
など８講座を実施したことにより、延べ571人の市民が参加し、歴史文化を学ぶことで長崎の文化財への関心を
高めるきっかけとなった。

個別施策主管課名 文化財課

まち・ひと・しごと創生総合戦略施策

目標／具体的施策

基1・⑶ 経済を強くし、新しいひとの流れをつくる／学び、暮らし、楽しむ魅力を高める

特・⑵ 交流の産業化／価値創造プロジェクト

令和７年度　個別施策評価シート・まち・ひと・しごと創生総合戦略評価シート

個 別 施 策 A1-2 歴史文化に対する市民意識を高め、その魅力を発信します

２０２５年度に
めざす姿

対　　　　象 意　　　　　　　　　　　　図

長崎の歴史文化が 市民に学ばれ、親しまれ、国内外に発信されている。

歴史文化の情報発信・理解促進

●「ながさき歴史の学校」はさまざまな年代の方に受講いただいているが、さらに幅広い年代の方（特に20～30
代の若い世代の方）に長崎の歴史を学んでもらう機会を創出する余地がある。

★世界遺産価値を効果的に来訪者に伝えるため、「明治日本の産業革命遺産」の構成資産である高島炭坑
（高島北渓井坑跡）及び端島炭坑について、炭坑操業当時の様子を３ＤＣＧで再現し、現地で観光客がスマホ
やタブレットを使って見ることができるコンテンツ及び端島炭坑の現在の様子を再現し、立入禁止エリアを含め
た島内全体を散策し、各所に点在する解説を通じて理解を深めることができるコンテンツを制作した。また、ビジ
ターセンターであるグラバー園内旧三菱第２ドックハウスにおいて、体験ブースを設置した。

★長崎学ネットワーク会議公開学習会については、情報発信の取組みにより若い世代の参加者が増えている
ものの、いまだ参加者全体に占める割合は低い状況にある。

関連する総合戦略施策 基1・⑶ 基1・⑸

問題点とその要因

①

② 歴史文化施設における展示・公開の充実

●展示・公開の充実を図るため、企画展を開催し、長崎の歴史・文化に対する理解度の向上を図っているもの
の、常設展示を含む施設全体としての展示・公開が十分とは言い難い。

●市民ガイド育成研修や交流会を開催しているものの、ガイド従事者が固定化されており、若い世代の担い手
が確保できていない。

関連する総合戦略施策 特・⑵



「自然やまちの景観」に関する観光客の満足度

２つの世界遺産を訪れたことがある
市民の割合

45.9％
（Ｒ２年度）

55.9％
（Ｒ７年度）

49.7 48.7 49.4 44.9 -

　　指　　標　　名
基準値
（時期）

目標値
実績値 基準値

からの
傾向R3 R4 R5 R6 R7

歴史文化講座参加人数
3,327人

（Ｒ元年度）
3,700人

（Ｒ７年度）
798 1,190 1,424 1,754 -

基準値
からの
傾向R3

歴史文化博物館等の入館者数
404,659人
（Ｒ元年度）

459,000人
（Ｒ７年度）

178,612 208,105 236,391

R4 R5 R6 R7
　　指　　標　　名

基準値
（時期）

目標値
実績値

継
続

★幅広い世代が、楽しみながら長崎の歴史文化を学ぶ機会が増えるよう、講座情報の一層の周知に努める。
特に、若い世代の参加につながるよう、ＳＮＳ・市の広報媒体・タウン誌等の活用や大学研究者との連携による
効果的な講座情報の発信に取り組む。

関連する総合戦略施策

基準値
からの
傾向

継
続

★「明治日本の産業革命遺産」が令和７年度に世界遺産登録10周年を迎えることから、構成資産を有する自治
体と連携した効果的な情報発信に取り組む。

② 歴史文化施設における展示・公開の充実

基1・⑶

成　果　指　標

　　指　　標　　名
基準値
（時期）

新
規

今後の取組方針

① 歴史文化の情報発信・理解促進

継
続

●大学や民間の歴史研究団体等と連携し、長崎学の調査研究を推進する。

継
続

●長崎の歴史文化に触れる機会をつくり、理解促進を図るため、歴史文化博物館、歴史民俗資料館等におい
て、常設展示の見直しに向けた検討を行う。

210,450

関連する総合戦略施策 特・⑵

●講座の周知媒体や講座数、開催時間等を工夫するなど、幅広い年代の方が歴史文化を学べるよう努める。
また、新規の講座を企画、実施するなど、市民が歴史文化を学ぶ機会の創出に努める。

目標値
実績値

基1・⑸

-

R3 R4 R5 R6 R7
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施策を推進する主な事業

1

事業名
担当課

ながさき歴史の学校 文化財課

成果指標 延べ受講者数（人）

目標値 695人

実績値 571人

達成率 82.2％

成果指標・
目標値の説明

　事業の進捗を客観的に判断できる数値として、延べ受講
者数を成果指標とした。目標値は、コロナ過で落ち込んだ
延べ受講者数を、初年度の歴史の学校の延べ受講者数
に戻すことを目標に設定した。目標値については毎年見
直しを行うものとする。

事業目的
　長崎の歴史について、だれもが気軽に学べ、お互いに教え合える学びの場としての「歴史の
学校」の運営にあたり、協力団体と協同しながら、歴史の学校運営に関する業務を行う。また、
歴史の学校講座を企画し、実施する。

事業概要 　「ながさき歴史の学校」事業を運営、市民団体と協働で講座を企画し、実施する。

取組実績

漫画家・清水崑を知ろう！（全１回）　受講32人（応募32人）　延べ受講数29人
文化財めぐり聖福寺（全１回）　受講63人（応募268人）　延べ受講数63人
文化財はじめの一歩コース（全８回）　受講20人（応募49人）　延べ受講数136人
清水崑と長崎（全１回）　受講28人（応募28人）　延べ受講数24人
文化財つづきのさんぽ唐人（全２回）　受講20人（応募48人）　延べ受講数32人
和華蘭コース（全６回）　受講50人（応募58人）　延べ受講数225人
特別講座（全１回）　受講65人（応募65人）　延べ受講数62人
文化財つづきのさんぽ高島編（全３回）　受講22人（応募30人）　延べ受講数21人

決算（見込）額 390,045

2

事業名
担当課

「明治日本の産業革命遺産」推進費 世界遺産室

成果指標 ＣＧ・ＶＲコンテンツ制作数（件）

目標値

取組実績

・アプリ「ストリートミュージアム」において、炭坑操業当時の様子を再現した端島炭坑360°Ｖ
Ｒ・ＣＧアニメーション、高島北渓井坑跡ＣＧアニメーションの制作・公開
・オンラインゲーム「フォートナイト」において、立入禁止エリアを含め、現在の端島炭坑の様子
を再現し、自由に散策できるステージの制作・公開
・「明治日本の産業革命遺産」ビジターセンター（グラバー園内旧三菱第２ドックハウス）におい
て体験ブース設置

円

22,293,999

　「明治日本の産業革命遺産」の構成資産である高島炭坑（高島北渓井坑跡）及び端島炭坑に
ついて、世界遺産の価値及び保存継承の必要性の理解を深めてもらう。

事業概要

成果指標・
目標値の説明

　世界遺産価値の理解促進等のためのＣＧ・ＶＲコンテン
ツ制作数を成果指標とした。
　当該年度内にコンテンツ制作を完了することを目標とし、
目標値を100％とした。

事業目的

２件

実績値

円決算（見込）額

２件

達成率 100.0％

　高島炭坑（高島北渓井坑跡）及び端島炭坑のＣＧ・ＶＲコンテンツを制作・公開する。また、制
作したＣＧ・ＶＲコンテンツの体験ブースを設置する。

【現地講座の様子

（文化財巡り聖福寺）】

【端島炭坑ＶＲコンテンツ】

（現在）

（ＶＲ画像）



3

事業名
担当課

長崎学調査研究費 長崎学研究所

成果指標 長崎学ネットワーク会議公開学習会の参加者数（人）

目標値 750人

実績値 327人

達成率 43.6％

成果指標・
目標値の説明

　多くの市民が長崎の歴史文化を学ぶことが、市民による
魅力の発信につながることから、長崎学ネットワーク会議
公開学習会の参加者数を成果指標とした。１回当たりの
参加定員の上限150人（会場：120人＋オンライン：30人）
×１回の750人を目標値とした。

事業目的
　長崎学を継承、発展させ、長崎の歴史文化の魅力を深めるとともに、その豊かさや楽しさを広
く市民に伝え、関心を高めていくことを目的とする。

事業概要 　長崎学の調査研究、普及啓発、後継者育成に努め、その成果を市内外に発信する。

取組実績

（１）調査研究事業
　長崎学に関する資料調査・収集（購入10件）
　長崎の歴史文化に関するレファレンス対応（89件）
（２）普及啓発事業
　長崎市長崎学研究所紀要『長崎学』第９号の刊行
　長崎学ネットワーク会議理事会の開催（６回）
　長崎学ネットワーク会議公開学習会の開催（５回、延べ参加者数327人）
　職員による講演・講義（12回、延べ参加者数190人）
（３）後継者育成事業
　長崎学児童研究コンクールの開催（１回、応募校数17校、応募作品数421点）
　長崎学研究発表会の開催（１回、参加者数110人）

3,035,657 円決算（見込）額

【公開学習会の様子】



③ 地域の魅力向上

★東山手・南山手区域においては、 歴史的建造物とその周辺環境が一体となって歴史的風致を形成している
ものであるが、用途制限の影響で店舗等の生活関連施設や飲食宿泊が可能となる施設など地元住民の居住
環境と来訪者が安全で快適に過ごせる魅力ある環境整備が十分でない。また、景観に誇りを感じる市民の割
合について、目標値90％に対し約86％の水準に留まっている。

関連する総合戦略施策 特・⑵

① 良好な景観形成に係る助言・指導

●良好な景観の形成を図るため、事業者へ早期の景観協議を行うよう周知を行い、また景観に関する届出の
際に窓口での指導やながさきデザイン会議を５回開催し、13事業について延39項目の助言等を行ったことに
よって、より地域に調和した良好な景観形成の誘導につながった。

② 公共空間のデザイン向上

●景観協議の開始時期の遅れなどから、設計が確定してしまい、より良いデザインへの助言が難しくなることが
ある。

問題点とその要因

① 良好な景観形成に係る助言・指導

●民間建築物等について、ながさきデザイン会議などによる助言や指導を受け、色彩や意匠においては一定
の見直しがなされているものの、土地の有効利用が重視される結果、敷地内の植栽やくつろぎ空間の創出につ
ながらない傾向がある。

③ 地域の魅力向上

★長崎の歴史文化を生かしたまちづくりを推進するため、長崎居留地歴史まちづくり協議会と協働して重点区
域である東山手・南山手地区において、今後取り組む事業について整理を行い、令和５年２月に策定した「重点
区域（東山手・南山手区域）歴史まちづくり実施計画（長崎居留地歴まちアクションプラン）」に基づき重点事業
の推進と事業の進捗管理等を行い地域の魅力向上につながった。

② 公共空間のデザイン向上

●公共空間の良好な景観の形成を図るため、長崎駅周辺整備事業に関することや土神堂前広場、旧浪の平
小学校跡地広場など多くの公共事業に対し景観に関する協議を行うことによって、より質の高いデザインとなり
良好な公共空間の形成につながった。

関連する総合戦略施策 特・⑵

成果

個別施策主管課名 景観推進室

令和７年度　個別施策評価シート・まち・ひと・しごと創生総合戦略評価シート

個 別 施 策 A1-3 地域の景観や自然などの個性を守り、みがき、活かします

２０２５年度に
めざす姿

対　　　　象 意　　　　　　　　　　　　図
景観や自然など地域の個
性が

守られ、みがかれ、活かされている。

まち・ひと・しごと創生総合戦略施策

目標／具体的施策

特・⑵ 交流の産業化／価値創造プロジェクト



86.8 -

　　指　　標　　名
基準値
（時期）

目標値
実績値 基準値

からの
傾向R3

長崎の街並みや景観に誇りを感じ
る市民の割合

89.0％
（Ｒ２年度）

90.0％
（Ｒ７年度）

87.6 86.0 87.3

R4 R5 R6 R7

「自然やまちの景観」に関する観光
客の満足度

89.7％
（Ｒ２年度）

90.0％
（Ｒ７年度）

基準値
からの
傾向R3 R4 R5 R6 R7

81.6 81.2 78.1 78.5 -

成　果　指　標

　　指　　標　　名
基準値
（時期）

目標値
実績値

② 公共空間のデザイン向上

継
続

●景観専門監による景観に関する職員研修などを継続し、景観協議が必要となる各事業の所管部局に対し、
計画段階の早い時期に協議を開始するよう周知を図る。

③ 地域の魅力向上

★東山手・南山手地区において、グランドデザインやアクションプランに基づく事業を推進しており、店舗・ホテ
ル旅館等の進出が可能となるように、現在用途規制に関する緩和を実施するため国県等との協議調整を進め
ている。また、引き続き景観まちづくりガイドラインに沿った良好な周辺環境の修景整備を進めると共に、市民
に対し、景観について効果的な魅力発信に努める。

関連する総合戦略施策 特・⑵

改
善

今後の取組方針

① 良好な景観形成に係る助言・指導

継
続

●建物等の計画に関して、より良い景観形成を誘導するため、事業者に対し早期に協議を行うよう周知を行
い、併せてながさきデザイン会議等による助言を継続して行う。

90
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86.0
87.3 86.8

80

85
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95

基準年 R3 R4 R5 R6 R7

実績値

90

89.7
81.6 81.2 78.1 78.5

50
60
70
80
90
100

基準年 R3 R4 R5 R6 R7
実績値



施策を推進する主な事業

ながさきデザイン会議からの助言への対応率（％）

目標値 100.0％

実績値 100.0％

達成率 100.0％

成果指標・
目標値の説明

　ながさきデザイン会議委員の各専門家からの助言に対
応することで、地域に調和した質の高いデザインとなるた
め、助言への対応件数を成果指標とした。1

事業名
担当課

ながさきデザイン会議費

事業目的
　公共事業及び大規模な建築物等の民間事業について、地域の特徴を活かしたデザインに配
慮された質の高い公共空間をつくり、長崎の魅力を高めるため、計画段階から建築、デザイ
ン、色彩の専門家によるデザイン等に関する助言を行う。

事業概要 　建築物等の色彩、デザインに関する助言

取組実績

・ながさきデザイン会議を５回開催した。
・ながさきデザイン会議で審議した13事業のうち、令和６年度中に届出があった９件に対し延27
項目の助言を行い、全て対応が行なわれた。

決算（見込）額 143,980 円

景観推進室

成果指標

【ながさきデザイン会議】


